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広
島
市
立
大
学  

准
教
授 

城じ
ょ
う

市い
ち

真ま

理り

子こ 

氏

　
「
絵
巻
の
系
統
は
弘
安
本
と
承
久
本

の
二
系
統
に
分
け
ら
れ
る
。
弘
安
本
の

系
統
を
受
け
継
ぐ
松
崎
天
神
縁
起
絵
巻

に
お
い
て
、
大
宰
府
で
の
わ
び
し
い
生

活
を
表
す
恩お
ん

賜し
の

御お
ん

衣ぞ

の
場
面
で
建
物
の

縁
側
が
竹
で
描
か
れ
て
い
る
こ
と
に
注

目
。
こ
れ
は
弘
安
本
の
系
統
に
見
ら
れ

る
描
き
方
で
、
さ
ら
に
松
崎
天
神
縁
起

絵
巻
で
は
、
縁
側
と
庇ひ
さ
しを

支
え
る
部
分

も
竹
で
で
き
て
い
る
事
が
特
徴
的
で
あ

る
」
と
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。「
そ
し
て

大
宰
府
で
の
道
真
公
の
実
際
の
生
活
を

記
し
た
文
献
に
は
、
竹
に
関
す
る
記
述

が
一
切
出
て
こ
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
竹

が
描
か
れ
て
い
る
理
由
と
し
て
、
道
真

公
は
亡
く
な
ら
れ
た
後
、
中
国
の
文
人

白は
く

居き
ょ

易い

と
比ひ

肩け
ん

し
う
る
人
物
で
あ
る
と

評
価
さ
れ
る
。
白
居
易
は
左
遷
さ
れ
た

田
舎
の
地
で
竹
に
囲
ま
れ
た
生
活
を
し

て
お
り
、
こ
の
話
を
元
に
、
左
遷
さ
れ

た
侘
住
い
を
表
す
の
に
竹
が
投
影
さ
れ

描
か
れ
た
の
で
は
な
い
か
。
田
舎
の
詫

び
暮
ら
し
＝
竹
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ

っ
た
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

「
松
崎
天
神
縁
起
絵
巻
に
お
け
る
文
人
イ
メ
ー
ジ
」

「
新
発
見
の
掛
幅
　
天
神
縁
起
絵
の
紹
介
」

太
宰
府
天
満
宮  

禰ね

宜ぎ 

味み

酒さ
け

安や
す

則の
り 

氏

　
「
掛
幅
天
神
縁
起
と
は
、掛
け

軸
の
よ
う
に
壁
に
か
け
て
見
る

こ
と
が
で
き
る
構
造
の
縁
起

で
、巻
物
に
比
べ
て
一
度
に
多
く

の
人
に
見
て
も
ら
う
こ
と
が
出

来
る
。し
か
し
描
か
れ
て
い
る

の
は
絵
の
み
で
詞
こ
と
ば

書が
き

が
書
か
れ

て
い
な
い
た
め
、描
か
れ
て
い
る

場
面
の
絵
毎
に
解
説（
絵え

解と

き
）

を
す
る
人
が
必
要
で
あ
る
。太

宰
府
天
満
宮
の
場
合
、上
官
と

呼
ば
れ
る
神
職
家
が
家
ご
と
に

持
っ
て
お
り
絵
解
き
の
仕
方
は

家
ご
と
の
口く

伝で
ん

口く

授じ
ゅ

で
あ
っ

た
。こ
の
掛
幅
は
地
方
縁
起・
ご

当
地
縁
起
と
し
て
展
開
し
、集

落
ご
と
に
伝
わ
る
掛
幅
が
現
在

で
も
残
っ
て
い
る
。今
回
新
た

に
発
見
さ
れ
た
掛
幅
を
見
て
み

る
と
絵
解
き
し
た
痕
跡
が
な

い
。当
初
は
人
々
に
見
せ
る
事

が
目
的
で
あ
っ
た
掛
幅
も
江
戸

時
代
後
期
く
ら
い
か
ら
御
神
体

に
準
ず
る
も
の
と
し
て
扱
わ

れ
、見
せ
な
い
、開
か
な
い
と
い

う
形
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
は

な
い
か
」と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

最
後

に
、
文

化
庁
美

術
学
芸

課
朝あ
さ

賀か

浩ひ
ろ
し

氏
が
今
回
で
十
回

目
を
迎
え
た
当
研
究
会
に
つ
い

て
、
松
崎
天
神
縁
起
絵
巻
研
究

会
の
中
間
的
総
括
と
し
て
、

「
こ
れ
ま
で
の
成
果
と
絵
巻
の

構
成
や
系
統
、
第
六
巻
に
描
か

れ
て
い
る
中
世
の
防
府
の
景
観

が
ど
れ
位
事
実
を
踏
ま
え
て
い

る
の
か
、
制
作
当
初
と
伝
わ
る

絵
巻
を
納
め
る
黒
漆
の
箱
に
も

注
目
し
て
研
究
を
続
け
て
い
き

た
い
」
と
今
後
の
方
針
を
述
べ

ら
れ
研
究
会
が
閉
じ
ら
れ
た
。

　

氏
子
崇
敬
者
の
皆
様
に
は
常
日
頃
よ
り
防
府
天
満
宮
を
ご
崇
敬
頂
き
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
御
祭
神

「
菅
原
道
真
公
」
も
さ
ぞ
お
喜
び
の
こ
と
と
拝
察
申
し
上
げ
ま
す
。
お
蔭
を
も
ち
ま
し
て
社
報
「
さ
か
た
り
」

は
昭
和
四
十
年
七
月
に
第
一
号
を
発
行
し
て
以
来
、
本
号
で
一
〇
〇
号
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
六

月
十
二
月
と
年
に
二
度
（
当
初
は
不
定
期
）
の
お
届
け
で
は
あ
り
ま
す
が
、
五
十
二
年
に
亘
り
発
行
し
続
け

ら
れ
た
の
も
皆
様
方
の
敬
神
の
念
の
賜
物
と
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

そ
の
間
、
天
満
宮
や
御
祭
神
の
こ
と
、
御
神
幸
祭
を
は
じ
め
年
間
の
祭
事
行
事
、
さ
ら
に
は
天
満
宮
の
四

季
と
い
っ
た
日
常
や
非
日
常
を
紙
面
を
通
し
発
信
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
世
は
進
み
、
最
近
で
は

紙
媒
体
に
代
わ
り
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
発
達
に
伴
い
、
情
報
・
お
金
や
モ
ノ
が
一
瞬
に
し
て
国
境
を
越
え
る

時
代
に
な
り
ま
し
た
。
神
社
で
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
情
報
発
信
の
た
め
の
道
具
と
し
て
積
極
的
に
活
用

し
て
い
ま
す
。
今
で
は
一
国
の
大
統
領
が
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
や
ツ
イ
ッ
タ
ー
と
い
っ
た
手
段
を
使
い
、
他
国

に
対
す
る
主
張
や
反
論
と
い
っ
た
重
要
な
こ
と
を
発
信
し
、
そ
れ
が
公
式
に
扱
わ
れ
る
ほ
ど
国
際
的
な
市
民

権
を
得
る
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
あ
る
情
報
は
、
あ
ま
り
の
多
さ
と
目
ま
ぐ
る
し
さ
に
、
私
た
ち
の
心
に
留

ま
る
こ
と
な
く
、
あ
っ
と
い
う
間
に
過
去
の
も
の
と
な
り
消
え
去
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
気
が
し
て
な
り
ま
せ

ん
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
重
要
性
は
理
解
で
き
ま
す
が
、
今
も
昔
も
変
わ
ら
ぬ
普
遍
な
も
の
は
紙
面
を
通
し

て
し
っ
か
り
と
お
伝
え
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

当
宮
で
は
社
報
「
さ
か
た
り
」
一
〇
〇
号
を
機
に
体
裁
を
B
５
版
か
ら
A
４
版
に
、
八
ペ
ー
ジ
か
ら
十
二

ペ
ー
ジ
に
改
め
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
よ
り
丁
寧
に
よ
り
分
か
り
や
す
く
、
よ
り
多
く
の
方
々
に
ま
こ
と
を

持
っ
て
変
わ
る
こ
と
の
な
い
「
天
神
さ
ま
の
精
神
」
を
お
伝
え
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

感 

謝　

 

社
報「
さ
か
た
り
」 

一
〇
〇
号
発
行
に
よ
せ
て

 

宮
司
　
鈴 

木 

宏 

明 

本
年
七
月
二
十
八
日

歴
史
館
に
於
い
て
　

研
究
者
十
九
名
参
加

▲�

道
真
公
大
宰
府
で
の
住
ま
い
の
様
子
。（
右
）

縁
側
が
竹
で
描
か
れ
て
い
る

　【�

松
崎
天
神
縁
起
絵
巻
　
第
二
巻
　
恩
賜
御
衣
】

▼�

絵
巻
制
作
当
初
（
鎌
倉
時
代
）
よ
り
伝

わ
る
と
推
測
さ
れ
る
絵
巻
全
六
巻
を
納

め
る
箱
。
鎌
倉
時
代
の
絵
巻
を
納
め
る

箱
が
残
る
の
は
珍
し
い
。
絵
巻
と
共
に

重
要
文
化
財
に
指
定

重
要
文
化
財
　
松
崎
天
神
縁
起
絵
巻

　
応
長
元
年
（
一
三
一
一
）
に
作
成
さ

れ
た
六
巻
か
ら
な
る
絵
巻
で
、
第
一
巻

～
五
巻
は
道
真
公
の
生
涯
や
ご
利
益
話

が
描
か
れ
て
い
る
が
、
第
六
巻
に
防
府

天
満
宮
創
建
に
関
わ
る
独
自
の
話
が
あ

り
ご
当
地
絵
巻
の
魁

さ
き
が
けと
言
わ
れ
る
。

第
10
回
松
崎
天
神
縁
起
絵
巻
研
究
会
報
告
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防
府
天
満
宮
の
お
膝
下
、
松
崎
町
の
松
崎
幼
稚

園
に
「
櫻お
う

園え
ん

亭て
い

」
と
書
か
れ
た
扁
額
の
か
か
る
茶

室
が
あ
り
ま
す
。
櫻
園
と
は
地
元
宮
市
の
豪
商
に

し
て
国
学
家
岡
本
三
右
衛
門
の
晩
年
の
雅
号
に
由

来
す
る
も
の
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
茶
室
を

覗
い
て
み
る
と
、
櫻
園
こ
と
三
右
衛
門
の
肖
像

画
、
三
右
衛
門
旧
邸
「
櫻
園
亭
」
の
平
面
図
と

「
贈
正
五
位
勤
王
家
岡
本
三
右
衛
門
翁
寓ぐ
う

居き
ょ　

櫻

園
亭
」
と
書
か
れ
た
三
右
衛
門
を
顕
彰
す
る
銘
板

が
あ
り
ま
す
。

今
松
崎
幼
稚
園
に
伝
わ
る
「
櫻
園
亭
」
か
ら
維

新
の
志
士
た
ち
と
共
に
家い
の
ち業
を
か
け
て
維
新
前
夜

を
駆
け
抜
け
た
岡
本
三
右
衛
門
に
つ
い
て
お
伝
え

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

現
在
の
櫻
園
亭

三
右
衛
門
の
別
邸
「
櫻
園
亭
」
は
、
維
新
の
一

端
を
担
っ
た
歴
史
的
建
物
と
し
て
後
世
に
保
存
し

よ
う
と
、
昭
和
六
年
七
月
に
有
志
の
人
た
ち
が
当

時
の
所
有
者
安
富
ヒ
サ
ヨ
に
諮
り
防
府
天
満
宮
に

寄
付
さ
れ
、
有
志
の
方
々
の
熱
心
な
扶
助
に
て
多

額
の
移
築
費
用
を
捻
出
し
、
昭
和
九
年
七
月
に
当

宮
表
参
道
東
側
に
移
築
竣
工
し
ま
し
た
。

し
か
し
先
の
大
戦
後
神
社
の
手
も
届

き
に
く
く
荒
廃
し
た
た
め
、
神
社
と
安

富
氏
の
協
議
に
よ
り
昭
和
三
十
年
八
月

岡
本
家
と
も
縁
の
あ
る
脇
氏
が
理
事
長

を
務
め
る
松
崎
幼
稚
園
に
移
築
（
一
部

改
修
）
し
て
保
存
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

現
在
は
老
朽
化
が
進
み
、
残
念
な
が
ら

解
体
さ
れ
て
そ
の
姿
を
見
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
が
、
同
園
内
に
あ
る
茶
室
に

そ
の
名
と
共
に
維
新
の
香
を
残
し
て
い

ま
す
。

幕
末
の
櫻
園
亭

三
右
衛
門
は
、
十
八
歳
の
時
に
当
宮
神
官
鈴

木
直
道
に
入
門
し
国
学
を
学
び
、
古
典
の
研
究

を
通
じ
て
日
本
古
来
の
道
を
説
き
、
や
が
て
復

古
主
義
に
発
展
し
、
尊
皇
攘
夷
に
傾
倒
し
て
い

き
ま
し
た
。
櫻
園
亭
は
ま
さ
に
そ
の
国
学
を
勉

強
し
深
い
思
想
が
培
わ
れ
た
場
で
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
他
に
も
国
学
を
学
ぶ
志
士
や
志
士
に
協
力
す
る
人
々
が
現
れ
ま
し
た
が
、
中
で
も
三

右
衛
門
は
吉
田
松
陰
も
一
目
置
く
人
物
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
高
杉
晋
作
や
久
坂
玄
瑞
ら
多
く

の
志
士
達
も
こ
の
亭
に
集
ま
り
、
議
論
を
交
わ
し
宿
泊
し
た
の
で
し
た
。

特
に
久
坂
玄
瑞
と
親
交
が
深
く
、
元
治
元
年
〈
一
八
六
四
〉
の
玄
瑞
の
日
記
に
は
「
本
居
宣

長
、
平
田
篤
胤
の
国
学
の
諸
先
輩
を
信
じ
、
大
い
に
天
朝
の
尊
き
を
知
り
、
幕
吏
（
幕
府
の
役

人
）
の
暴
挙
を
深
く
憤
り
、
市
井
間
の
人
に
非
ざ
る
な
り
」
と
三
右
衛
門
を
高
く
評
し
て
い
ま

す
。
文
久
二
年
二
月
二
十
一
日
、
玄
瑞
は
三
右
衛
門
に
「
三
十
両
位
、
右
早
々
天
下
の
為
御
弁

じ
下
さ
れ
た
く
推
し
て
お
願
い
仕
り
候
」「
天
下
の
為
に
候
得
ば
御
蔵
書
に
て
も
御
売
り
払
い

在
ら
せ
ら
る
べ
く
」
と
、
志
士
の
活
動
資
金
を
得
る
た
め
に
蔵
書
を
は
じ
め
家
伝
の
書
画
に
骨

董
に
至
る
ま
で
私
財
を
売
り
払
っ
て
で
も
工
面
し
て
支
え
た
の
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

家
産
を
傾
け
生
活
は
困
窮
し
綿
商
を
や
め
る
ま
で
に
至
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

果
た
し
て
三
右
衛
門
は
高
杉
や
久
坂
た
ち
に
言
わ
れ
る
が
ま
ま
に
資
金
を
工
面
し
て
い
た
の

で
し
ょ
う
か
。
松
崎
幼
稚
園
茶
室
に
掛
か
る
顕
彰
板
に
は
「
翁
（
三
右
衛
門
）
毅
然
と
し
て
奮

起
し
、
勤
皇
憂
国
の
志
士
を
扶
助
す
る
を
以
て
己
が
任
と
す
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
志
士
が

自
分
の
「
命い
の
ち」

に
代
え
て
ま
で
も
世
の
変
革
に
突
き
進
む
姿
に
、
そ
れ
が
叶
わ
ぬ
三
右
衛
門
は

「
家い
の
ち業
」
に
代
え
て
突
き
進
む
自
ら
の
姿
を
重
ね
て
い
た
の
で
あ
り
ま
し
た
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

周
辺
の
人
々
が
志
士
達
の
支
援
し
た
こ
と
を
藩
に
訴
え
、
文
久
三
年
〈
一
八
六
三
〉
七
月
に

「
皇
国
の
学
を
嗜
み
、
多
年
尊
皇
攘
夷
の
大
義
を
主
張
し
、
有
志
の
為
に
も
相
成
候
由
」
と
三

右
衛
門
は
扶ふ

持ち

方
二
人
分
（
米
十
俵
）
を
賜
り
、
永
代
苗
字
と
帯
刀
を
許
さ
れ
た
の
で
し
た
。

晩
年
は
吟
詠
自
適
の
生
活
を
送
り
、
明
治
十
年
十
二
月
十
五
日
病
死
享
年
六
十
九
歳
。
生
前

の
志
士
達
へ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
明
治
四
十
四
年
六
月
一
日
に
正
五
位
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

頌し
ょ
う

徳と
く

碑の
ひ

三
右
衛
門
を
顕
彰
す
る
頌
徳
碑
が
天
満

宮
表
参
道
よ
り
東
へ
百
m
程
の
所
に
あ
る

芦ろ

樵し
ょ
う

寺じ

山
門
前
に
あ
り
ま
す
。
大
正
元

年
十
二
月
、
有
志
の
人
々
に
よ
っ
て
三
右

衛
門
の
墓
の
側
に
「
贈
五
位
岡
本
三
右
衛

門
碑
」
が
建
立
さ
れ
、
そ
の
後
岡
本
家
の

菩
提
寺
で
あ
る
芦
樵
寺
境
内
に
移
設
さ
れ

ま
し
た
。
昭
和
六
年
に
は
記
念
碑
裏
に
三

右
衛
門
の
略
歴
版
が
埋
め
込
ま
れ
て
い
ま

す
。
現
在
は
、
岡
本
三
右
衛
門
の
功
績
を

よ
り
多
く
の
方
に
知
っ
て
も
ら
お
う
と
い

う
住
職
の
意
向
で
旧
山
陽
道
沿
い
の
山
門

前
に
移
さ
れ
ま
し
た
。

岡
本
三
右
衛
門
は
菅
原
道
真
公
や
高
杉

晋
作
と
同
じ
よ
う
に
後
世
の
人
た
ち
が
評

価
し
て
く
れ
た
の
で
し
た
。

岡
本
三
右
衛
門
　�

文
化
六
年
〈
一
八
〇
九
〉
十
一
月
二
十
三
日
宮
市
（
防
府
市
）
生
ま
れ
。

　
　
　
　
　
　
　
諱い
み
なは

豊と
よ

嗣つ
ぐ

、
通
称
は
初
め
八
十
八
、
後
に
三
右
衛
門
と
改
め
、
櫻
園
と
号
す
。

維
新
一
五
〇
年
特
集
〔
1
〕

「
櫻お

う

園え

ん

亭て

い

」
と

　

岡
本
三
右
衛
門

▲�櫻園亭が現在の松崎幼稚園敷地へ移築された時に掲げられた扁額。今は園内茶室の入り口にかかる

▲�櫻園亭の平面図

▲岡本三右衛門肖像画　

▲頌徳碑

▲芦樵寺山門前に建つ頌徳碑

◀
顕
彰
銘
板
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函館

札幌

旭川

滝上町
網走

帯広

三景天満宮創建30年三景天満宮創建30年
防府天満宮御分社

三
景
天
満
宮
由
緒

三
景
天
満
宮
は
滝
上
町
に
鎮
座

す
る
滝
上
神
社
の
境
内
の
一
角

に
昭
和
六
十
三
年
五
月
防
府
天

満
宮
御
祭
神
菅
原
道
真
公
の
御

分
霊
を
戴
き
設
立
さ
れ
た
。
こ

れ
は
滝
上
神
社
黒
田
和
俊
宮
司

の
発
願
に
よ
る
も
の
で
、
昭
和

六
十
三
年
二
月
、
二
十
四
名
か

ら
な
る
防
府
天
満
宮
御
分
霊
勧

請
奉
迎
団
が
来
防
し
、
防
府
天

満
宮
よ
り
御
分
霊
を
拝
戴
。
同

年
当
宮
鈴
木
健
一
郎
宮
司
他
、

神
職
・
巫
女
を
始
め
、
防
府
市

議
会
議
員
十
一
名
も
訪
町
し
、

鎮
座
祭
並
び
に
鎮
座
奉
祝
祭
が

盛
大
に
執
り
行
わ
れ
た
。

社
名
の
由
来

三
景
の
「
三
」
は
天
・
地
・
人

を
表
し
、
防
府
・
北
海
道
・
滝
上

を
意
味
す
る
。
合
わ
せ
て
日
本

三
天
神
防
府
天
満
宮
の
三
に
あ

や
か
る
。

「
景
」
は
、
光
・
大
き
い
・
め
で

た
い（
福
）と
い
う
意
味
が
あ
り
、

防
府
の
天
満
宮
・
滝
上
の
天
満

宮
、
ま
た
防
府
市
、
滝
上
町
が

益
々
大
き
く
芽
出
度
く
発
展
す

る
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

昭
和
六
十
三
年
二
月
二
十
六
日

御
分
霊
勧
請
奉
迎
団一行
二
十
四
名
が
御
分
霊

を
拝
戴
し
帰
町
後
、滝
上
神
社
に
仮
遷
座
す
る
。

同
年
四
月

社
名
を
「
三
景
天
満
宮
」
と
命
名
。

同
年
五
月
初
旬

社
殿
・
社
務
所
・
鳥
居
、神
池
太
鼓
橋
が
完
成
。

神
牛
・
神
馬
像
が
奉
納
さ
れ
る
。

同
年
五
月
二
十
二
日

御
鎮
座
奉
祝
祭
を
斎
行
に
あ
た
り
、
御
本
社

鈴
木
健
一
郎
宮
司
以
下
職
員
八
名
が
訪
町
、
遷

座
祭
と
鎮
座
奉
祝
祭
が
盛
大
に
斎
行
さ
れ
る
。

平
成
八
年
四
月
二
十
三
日

御
本
社
鈴
木
宏
明
宮
司
が
訪
町
、滝
上
神
社
・

三
景
天
満
宮
正
式
参
拝
。

平
成
十
九
年
五
月
二
十
二
日

御
鎮
座
二
十
周
年
記
念
大
祭
を
斎
行
。

平
成
二
十
三
年
六
月
六
日
・
十
三
日

御
本
社
職
員
全
員
が
正
式
参
拝
。

平
成
二
十
四
年
十
一
月
二
十
四
日

黒
田
宮
司
以
下
七
名
が
御
本
社
御
神
幸
祭

（
裸
坊
祭
）
に
参
列
。

平
成
二
十
六
年
六
月
十
五
日

滝
上
神
社
創
祀
百
年
祭
を
斎
行
。
御
本
社
よ

り
鈴
木
宮
司
夫
妻
、
職
員
、
総
代
総
勢
十
一

名
が
参
列
。

平
成
二
十
九
年
五
月
二
十
二
日

御
鎮
座
三
十
周
年
記
念
大
祭
を
斎
行
。御
本
社

よ
り
鈴
木
宮
司
以
下
総
勢
二
十一名
が
参
列
。

三
〇
年
の
歩
み

北海道紋別郡滝上町は旭川市と紋別市の中間にあり、人
口約2700人（平成29年10月現在）。主な産業は林業と農
業です。特にハッカの生産量は日本の95％を占め日本一
の生産量を誇ります。また、観光資源にも恵まれ市街地
中央にある「芝ざくら滝上公園」は、広さ10万㎡と日本
最大級を誇り有名です。その他滝上渓谷「錦仙峡」や「浮
島湿原」などあり、四方を山に囲まれた自然豊かな町です。

滝上町は…
たきのうえちょう

昭和63年5月22日名物の10万㎡の芝ざくらが満開の中、御鎮座奉祝祭
並びに奉祝行事が執り行われた。

昭和63年2月26日　奉迎団一行、御分霊奉遷祭を終えて（於当宮客殿）

平成29年５月22日御鎮座30周年記念大祭を終えて（写真中央が黒田
和俊宮司）

当宮巫女により天神の舞「榊舞」を奉納。北海道では榊が生育しな
い為、一般的に祭典では榊の代わりにもみの木が使用されている。

敬神の碑
御鎮座30年を記念して、鈴木宏明
宮司揮毫の「敬神」の碑が社殿横
に建立された。

写真右から鈴木宮司夫妻、当宮責任役員杉本一彦氏、宇野好一氏が
敬神の碑を除幕した。

御分霊奉遷祭の様子

三景天満宮から望む「芝ざくら滝上公園」

滝上神社前庭に鎮座した三景天満宮（創建当時）

祭場へ黒田麻零禰宜が先導する。

御鎮座30年大祭・黒田宮司祝詞奏上

まふみ

さ
ん
け
い
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ご
結
婚
お
め
で
と
う

ご
結
婚
お
め
で
と
う

結
成
三
十
周
年
に

寄
せ
て

天
神
お
ん
な
神
輿
の
会
会
長

　平
川

　由
野

！

ソイ
ヤ

心
合
わ
せ
て

　

お
二
人
の
末
永
い
お
幸
せ
を
お
祈
り
致
し
ま
す

※�

神
前
結
婚
式
の
お
申
込
み
は
随
時
受
付
け

て
お
り
ま
す
の
で
、
社
務
所
へ
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。

平
成
29
年
（
敬
称
略
）

6
月�

10
日�

笹
原
　
佳
樹
・
千
穂

�

11
日�

中
司
　
祥
太
・
香
織

�

17
日�

渡
邉
　
優
平
・
温
子

�

23
日�

官
野
　
真
生
・
あ
や

�

24
日�

宮
﨑
　
貴
史
・
由
利
子

�
�

大
野
　
泰
平
・
七
奈
子

�
�

石
川
　
貴
彬
・
一
恵

�
�

石
井
　
伸
行
・
祐
子

�

25
日�

原
田
　
知
岳
・
明
佳

7
月�

28
日�

橋
本
　
遼
太
・
舞

　
　�

29
日�

松
永
　
弘
・
桂
子

　
　�

30
日�

岡
﨑
　
靖
・
乃
理
子

8
月�

13
日�

大
村
　
琢
馬
・
可
菜

9
月�

2
日�

岩
淵
　
拓
也
・
千
裕

　
　�

9
日�

ケ
ビ
ン�

ク
ワ
ス
ト
・
静
香

　
　�

10
日�

田
中
　
雄
大
・
久
実

　
　�

16
日�

江
浪
　
健
悟
・
唯

�
�

峯
　
和
生
・
千
穂

　
　�

17
日�

児
林
　
圭
輔
・
美
登
里

　
　�

23
日�

渋
谷
　
壮
平
・
晶
子

10
月�

1
日�

小
野
木
　
翔
太
・
日
出
子

�
�

中
谷
　
昴
・
千
恵

　��

7
日�

下
瀬
　
要
也
・
華
子

�
�

平
岡
　
勇
紀
・
由
加
里

　��

11
日�

村
田
　
浩
明
・
愛
裕
美

�

14
日�

石
川
　
文
治
・
文
佳

�

22
日�

上
田
　
晃
宏
・
幸
恵

�

28
日�

荻
原
　
和
貴
・
佳
代

　
　��

池
永
　
健
二
・
陽
子

11
月�

3
日�

柗
田
　
幹
央
・
亜
弓

�
�

吉
延
　
直
章
・
由
紀
子

�
�

松
本
　
和
也
・
香
里

　
　�

11
日�

森
重
　
直
樹
・
優
花

　
　�

12
日�

三
宅
　
陽
一
・
藍
子

　
　�

19
日�

中
島
　
和
也
・
奈
央
美

�
�

本
廣
　
裕
一
・
亜
希
子

12
月�

2
日�

中
野
　
悦
矢
・
夢
実
子

  

「
神
輿
を
あ
げ
ま
す
」。
声
が
か
れ
て
も
肩
が
痛
く
て
も
、
こ
の
一
声
に
応
え

る
担
ぎ
手
た
ち
の
目
の
輝
き
。
熱
気
と
こ
ぼ
れ
る
笑
顔
。
毎
回
新
た
な
感
動
を

覚
え
ま
す
。

天
神
お
ん
な
神
輿
は
御
神
幸
祭
の
昼
間
を
に
ぎ
や
か
に
盛
り
上
げ
て
ま
い
り

ま
し
た
。
毎
年
、
市
内
外
か
ら
二
百
名
近
い
担
ぎ
手
が
参
加
、
平
成
二
十
六
年

か
ら
は
「
土
曜
日
の
裸
坊
、
日
曜
日
の
お
ん
な
神
輿
」
と
し
て
日
曜
日
に
奉

納
。
本
年
も
十
一
月
二
十
六
日
に
無
事
に
納
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

会
は
昭
和
六
十
二
年
に
発
足
、
今
年
三
十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
間
、

そ
れ
ま
で
伝
統
文
化
に
な
じ
み
の
薄
か
っ
た
女
子
た
ち
も
神
社
や
祭
り
に
つ
い
て

学
び
、
神
輿
渡
御
は
神
様
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
、
パ
ワ
ー
チ
ャ
ー
ジ
で
あ
り
、
担
ぐ

我
々
も
ご
加
護
を
い
た
だ
く
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
一
緒
に
担
い
だ
り
準
備
を
し

た
り
す
る
中
で
、
年
齢
や
職
業
の
枠
を
超
え
た
「
神
輿
つ
な
が
り
」
の
縁
を
育

ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
し
て
「
防
府
名
物
」
の
ひ
と
つ
と
な
り
、
や
ま
ぐ
ち
き

ら
ら
博
、
国
民
文
化
祭
や
ま
ぐ
ち
、
世
界
ス
カ
ウ
ト
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
山
口
大
会

な
ど
で
神
輿
振
り
を
披
露
す
る
機
会
に
も
恵
ま
れ
、
平
成
二
十
七
年
か
ら
は
防

府
市
「
春
の
幸
せ
ま
す
フ
ェ
ス
タ
」
の
核
と
し
て
「
お
ん
な
み
こ
し
連
合
渡
御
」

が
始
ま
り
ま
し
た
。
呼
び
か
け
に
応
じ
て
集
ま
っ
て
く
れ
る
、
市
内
は
も
と
よ

り
全
国
各
地
か
ら
の
担
ぎ
手
た
ち
と
心
を
合
わ
せ
て
、〈
お
ん
な
神
輿
の
聖
地
〉

と
な
れ
る
よ
う
楽
し
く
回
を
重
ね
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
皆
様
の
ご
高
配
ご
支
援
へ
の
感
謝
を
忘
れ
ず
、「
御
神
幸
祭
が

す
ま
ん
と
正
月
は
来
ん
」
防
府
最
大
の
祭
り
の
一
端
を
担
う
光
栄
を
わ
き
ま

え
、
元
気
な
ご
奉
仕
を
志
し
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

昭和62年　第１回天神おんな神輿　結団式

県
内
の
小
・
中
学
校
か
ら
雅
楽

教
室
と
称
し
て
管
絃
や
舞
楽
の
披

露
を
依
頼
さ
れ
る
こ
と
が
よ
く
あ

る
。舞

楽
の
装
束
は
、
日
本
独
特
の

文
化
と
し
て
す
で
に
平
安
時
代
に

完
成
の
域
に
達
し
、
約
千
年
に
わ

た
り
そ
の
形
が
継
承
さ
れ
て
い
る
。

全
体
に
複
雑
な
紋
様
や
精
巧
な
刺

繍
が
施
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
自
体

が
芸
術
品
と
言
え
日
本
の
服
飾
文

化
に
お
け
る
最
高
の
技
術
を
今
に

伝
え
て
い
る
。

舞
楽
装
束
を
実
際
に
着
て
み
る

と
何
枚
も
重
ね
着
を
す
る
た
め
、

せ
っ
か
く
の
紋
様
や
刺
繍
が
見
え

な
く
な
っ
て
し
ま
う
部
分
が
多
い
。

な
ぜ
わ
ざ
わ
ざ
隠
れ
る
部
分
に
も

手
間
と
時
間
を
か
け
装
飾
を
施
す

の
だ
ろ
う
か
。

日
本
人
は
昔
か
ら
見
え
な
い
部

分
を
大
切
に
し
て
き
た
。
た
と
え

人
の
目
に
は
触
れ
な
く
て
も
、
そ

こ
に
は
作
り
手
の
高
い
美
意
識
と

気
配
り
、
几
帳
面
さ
が
あ
り
、
決

し
て
手
を
抜
か
な
い
繊
細
な
心
が

よ
く
表
れ
て
い
る
。
神
様
も
目
に

は
見
え
な
い
が
、
心
や
体
で
感
じ

る
優
れ
た
感
性
を
日
本
人
は
誰
し

も
持
っ
て
い
る
。

先
人
達
が
培
っ
て
き
た
見
え
な

い
も
の
を
大
切
に
す
る
心
を
、
舞

楽
を
通
し
て
こ
れ
か
ら
も
子
供
達

に
伝
え
て
い
き
た
い
。

ひ
た
ぶ
る

権
禰
宜　

一
木
孝
史

境
内
清
掃
奉
仕

7
月
22
日　

 

松
崎
佐
波
両
地
区
子
供
会

8
月
6
日　

 

マ
ツ
ダ
㈱
防
府
工
場
、
㈱
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
防
府
工
場
、
防
府
商

工
高
等
学
校
、
お
伽
衆

10
月
2
日　

 

松
崎
地
区
老
人
ク
ラ
ブ

11
月
17
日　

㈱
銘
建

11
月
26
日　

 

マ
ツ
ダ
㈱
防
府
工
場
、
防
府
街
商
組
合

 

ご
奉
仕
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

奉
納
品

8
月
6
日　

瓢
ひ
ょ
う

箪た
ん 

田
中
幹
夫
様

9
月
23
日　

錦
鯉
四
十
六
匹 

全
国
愛
鱗
会
山
口
県
支
部
様

11
月
21
日　
「
夢
叶
う
牛
」臥
牛
像

　
　
　
　

 

創
業
45
周
年・新
社
屋
完
成
記
念

 

　

協
同
重
機
㈲　

代
表
取
締
役　

中
司
達
美
様

　
　
　
　

社
長
就
任
記
念

 

　

㈱
羽
嶋
松
翠
園　

代
表
取
締
役　

羽
嶋
天
平
様

12
月
5
日　

干
支
の
御
柱
（
Ｐ
12
掲
載
） 

林
　
隆
雄
様

　

当
会
も
今
年
で
十
六
年
目
入

り
、
世
帯
数
五
八
〇
世
帯
、
会
員

数
一
八
〇
二
名
に
も
及
び
皆
様
の

篤
い
崇
敬
の
お
心
に
支
え
ら
れ
て

お
り
ま
す
こ
と
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
職
員
一
同
、

崇
敬
会
員
の
皆
様
と
の
交
流
を
大

切
に
し
、
天
神
様
と
の
仲
執
り
持

ち
と
し
て
ご
奉
仕
し
て
ま
い
り
ま

す
。
当
宮
に
ご
参
拝
の
折
に
は
境

内
説
明
も
致
し
ま
す
の
で
、
ど
う

ぞ
お
気
軽
に
お
声
掛
け
下
さ
い
ま

せ
。

第
十
回
研
修
旅
行
の
お
知
ら
せ

　

来
る
平
成
三
十
年
二
月
二
十
六

日
（
月
）
～
二
十
七
日
（
火
）
を

実
施
致
し
ま
す
。
今
回
は
大
政
奉

還
を
成
し
遂
げ
た
薩
長
土
肥
、
そ

の
中
で
も
鹿
児
島
方
面
を
予
定
し

て
お
り
、
照
国
神
社
や
南
洲
神
社

等
維
新
関
連
の
場
所
を
訪
れ
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
未
入
会
の

方
も
こ
れ
を
機
に
ご
入
会
、
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
入

会
ご
希
望
の
方
は
、
同
封
の
「
崇

敬
会
の
す
す
め
」を
ご
覧
下
さ
い
。

詳
し
く
は
、
社
務
所
へ
お
問
合
せ

下
さ
い
。 

（
担
当
・
一
木
、
峯
）

天
神
様
か
ら「
幸
せ
ま
す
」※

幸
せ
ま
す
は
山
口
の
方
言
で

　「あ
り
が
た
い
」と
か「
嬉
し
く
思
う
」と
の
意
味
が
あ
り
ま
す
。

▶
除
幕
を
終
え
た
中
司
社
長
（
写
真
右
）

と
羽
嶋
秀
一
会
長
（
写
真
中
央
）
と
宮
司

新
規
会
員
紹
介

平
成
二
十
九
年
六
月
一
日
以
降
入

会
の
方
々
で
す
。（
敬
称
略
）

家
族
会
員�

　

吉
武　

兌　

 

群
馬
県
下
仁
田
町

　

久
岡
千
夏　

 

下
関
市
豊
田
町

　

本
永
茂
貞　

 

山
口
市
深
溝

　

山
田
一
男　

 

防
府
市
松
原
町

個
人
会
員

　

井
上
隆
夫　

 

山
陽
小
野
田
市

　

内
田
典
孝　

 

山
口
市
小
郡
上
郷

　

鳥
越
友
介　

 

岩
国
市
岩
国

　

小
田
尚
子　

 

防
府
市
西
浦

　

上
田
好
人　

 

大
島
郡
周
防
大
島
町

　

神
車
佳
宏　

 

広
島
市
西
区

崇
敬
会
だ
よ
り

崇
敬
会
だ
よ
り

春の幸せますフェスタ 平成29年　第30回天神おんな神輿奉納
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社
務
所
だ
よ
り

天
神
様
の
夏
か
ら
秋

TOPICS 空守（航空安全）米国に渡る
飛行・旅行の安全を祈願し奉製致しました。

市内には航空自衛隊の教育基地があり、隊員や
学生たちからも天神様は受験の神様ですので

「落ちない」お守りとして評判です。
また去る 10 月 11 日 12 日の両日、航空自衛

隊防府北基地で行われた隊員研修に訪れた在日
米軍及び第五空軍最先任上級曹長テレンス・
A・グリーン氏に山頭彰北基地司令より「空
守」が手渡されました。

同曹長はトランプ大統領からも特別に称賛さ
れる人物と聞き及んでいますが、「空守」には
大変喜ばれ、お守りを通し日米の絆を深められ
たとのことです。

 

18
日 

 

御
分
霊
奉
送
式
・
大
小
行
司
役
宅
祭
、
大
阪
府
大

阪
天
満
宮
「
鳳
講
」
17
名
様
正
式
参
拝

 

23
日 

 

秋
季
祖
霊
大
祭
、
海
軍
少
年
電
信
兵
第
六
十
八
期

会
慰
霊
祭

 
 

 

浜
殿
奉
行
御
旅
所
清
掃
奉
仕

 

24
日 

 

海
上
自
衛
隊
幹
部
学
校
客
員
研
究
員
吉
木
誉
絵
様

正
式
参
拝
、
花
雅
会
奉
納
花
展

 

25
日 

秋
祭
・
月
次
茶
会
表
流
山
本
百
次
会
御
奉
仕

 

28
日 

末
社
愛
宕
社
権
現
祭

 

27
日 

職
場
体
験
桑
山
中
学
校
生
徒
２
名

10
月 

１
日 

朝
粥
会
二
十
周
年

 
 

印
章
祭
、
花
神
子
社
参
式
役
付
児
童
説
明
会

 

４
日 

東
京
都
足
立
区
江
北
氷
川
神
社
30
名
様
正
式
参
拝

 

７
～
８
日 

池
坊
花
神
子
社
参
式
奉
祝
花
展

 

８
日	

花
神
子
社
参
式
・
奉
祝
茶
会
山
本
百
次
会
奉
仕

 

13
日 

裸
坊
安
全
協
議
会

 

14
日 

 

愛
情
防
府
フ
リ
マ
協
賛
第
八
回
奉
納
書
道
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
・
天
神
芸
術
村
（
出
店
／
飲
食
・
小
物

雑
貨
）

 

16
～
19
日 

巫
女
神
楽
舞
研
修
（
講
師
先
﨑
径
子
先
生
）

 

22
日 

 

毛
利
家
秋
祭
、
御
神
幸
祭
供
奉
員
会

 
 

氏
子
青
年
部
若
梅
会
注
連
縄
奉
製

 

23
～
24
日  

敬
神
婦
人
会
研
修
旅
行
（
愛
媛
県
伊
豫
豆
比
古
命

神
社
）

 

25
日 

 

月
次
茶
会
煎
茶
専
心
小
笠
原
流
山
口
県
中
部
支
部

御
奉
仕

 

27
日 

 

注
連
縄
奉
製
作
業
高
川
学
園
中
学
生
50
名
体
験
奉
仕

 

29
～
30
日 

役
員
総
代
研
修
旅
行
（
島
根
県
美
保
神
社
）

11
月 

１
日 

 

テ
ク
ノ
民
謡
ユ
ニ
ッ
ト
ネ
オ
バ
ラ
ッ
ド
上
領
亘

様
・
若
狭
さ
ち
様
正
式
参
拝

 

１
～
19
日 

第
六
十
二
回
奉
納
菊
花
展

 

２
日 

防
府
支
部
大
麻
頒
布
始
祭
（
於
参
集
殿
）

 

３
日 

防
飛
二
期
慰
霊
祭

 

４
～
５
日 

第
三
十
五
回
防
府
天
満
宮
杯
奉
納
少
年
野
球
大
会

 

８
日 

大
祓
詞
浄
書
会
（
プ
レ
）
於
茶
室
芳
松
庵

 

10
日 

第
六
十
二
回
奉
納
菊
花
展
表
彰
式
、

 

11
日 

裸
坊
実
行
委
員
会

 

13
日 

み
ど
り
保
育
園
25
名
七
五
三
詣
参
拝

 

14
日 

西
佐
波
保
育
園
29
名
七
五
三
詣
参
拝

 

15
日 

七
五
三

 

16
日 

注
連
縄
取
付
・
大
幟
立
て

 

17
日 

 

お
は
け
、
神
社
本
庁
「
清
和
会
」
一
班
20
名
様
・

24
日
二
班
22
名
様
正
式
参
拝

 

17
～
24
日 

大
小
行
司
夜
々
詣

 

19
日 

 

東
京
都
亀
戸
天
神
社
神
輿
総
代
社
属
「
竪
川
睦
」

10
名
様
正
式
参
拝
、
天
神
お
ん
な
神
輿
説
明
会

 

20
日 

菊
花
無
料
切
り
分
け

 

23
日 

御
神
幸
祭
蔵
出
し
・
祭
具
大
祓

 

24
日 

 

御
神
幸
祭
前
夜
祭

 

25
日	

御
神
幸
祭
（
裸
坊
祭
）

 

26
日 

 

御
神
幸
祭
報
賽
祭
・
神
上
式
・
天
神
お
ん
な
神
輿

奉
納
・
奉
納
邦
楽
演
奏
会

 

27
日 

御
神
幸
祭
蔵
納
め

12
月 

１
日 

破
魔
矢
奉
製
始

 
 

東
京
都
國
學
院
大
学
理
事
長
坂
口
吉
一
様
正
式
参
拝

 

５
日 

 

例
祭
併
せ
神
宮
大
麻
頒
布
始
祭
、
節
分
参
与
会
、

干
支
の
御
柱
奉
納
式

 

12
日	

大
祓
詞
浄
書
会
（
他
14
日
・
19
日
・
21
日
開
催
）

 

15
日 

合
格
は
ち
ま
き
洗
濯

 

20
日 

煤
払
い
・
敬
神
婦
人
会
奉
仕

 

23
日 

天
神
お
ん
な
神
輿
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰
式

 

25
日 

古
絵
馬
焼
納
神
事

 

28
日 

正
月
臨
時
巫
女
奉
仕
者
説
明
会

 

31
日 

年
越
大
祓
式

毎
月
１
日 

月
次
祭
・
朝
粥
会

毎
15
日 

月
次
講
社
祭

毎
25
日 

月
次
祭
・
天
神
市
（
縁
日
）・
月
次
茶
会

６
月 

１
日
～
７
月
15
日 

筆
ま
つ
り
七
夕
書
道
展

 

１
日 

 

梅
ち
ぎ
り
（
双
葉
幼
稚
園
保
育
園
・
敬
神
婦
人
会

奉
仕
）、
栄
町
自
治
会
天
満
宮
合
同
防
火
訓
練

 

２
日 

役
員
会

 

17
日 

菅
公
み
ら
い
塾
（
於
大
専
坊
）

 

20
日 

 

Ｙ
Ｉ
Ｃ
看
護
福
祉
専
門
学
校
七
夕
ま
つ
り
牛
乳
パ

ッ
ク
灯
籠
作
成
会

 

21
～
22
日 

職
場
体
験
佐
波
中
学
校
生
徒
２
名

 

21
～
23
日 

敬
神
婦
人
会
七
夕
飾
り
作
成
奉
仕

 

25
日 

月
次
茶
会
裏
千
家
増
田
宗
保
先
生
御
奉
仕

 

30
日 

夏
越
神
事
・
大
祓
式
・
お
田
植
祭

７
月	

１
〜
７
日		

七
夕
ま
つ
り　
光
の
斎
庭
、
松
崎
地
区
母
子
保
健

推
進
協
議
会
・
双
葉
幼
稚
園
・
佐
波
幼
稚
園
・
松

崎
幼
稚
園
・
多
々
良
幼
稚
園
・
瑞
祥
幼
稚
園
七
夕

参
拝
笹
飾
り
奉
納
（
期
間
中
）、

 
 

 

１
日
ひ
こ
ぼ
し
★
お
り
ひ
め
コ
ン
サ
ー
ト
、
七
夕

茶
会
、
１
～
２
日
３
６
０
度
全
天
球
パ
ノ
ラ
マ
画

像
を
迫
力
の
大
画
面
で
見
て
み
よ
う
！
、
２
日
筆

祭
並
び
七
夕
書
道
展
表
彰
式
、
光
る
風
船
で
天
の

川
、
山
口
の
日
本
酒
利
き
酒
ま
つ
り
、
７
日
七
夕

祈
願
祭
、
光
る
風
船
を
持
っ
て
歩
こ
う

 

８
日 

 

熊
本
県
神
社
庁
宇
土
支
部
長
・
波
多
神
社
宮
司
阿

曽
田
保
様
正
式
参
拝

 

17
日 

奉
納
清
書
展
審
査
会

 
19
日 

防
府
天
満
宮
勝
ち
牛
杯
氏
子
対
抗
ゴ
ル
フ
大
会

 
21
～
22
日 

天
神
囃
子
梅
っ
子
お
は
や
し
合
宿

 
25
日 

月
次
茶
会
表
流
水
月
会
防
府
支
部
御
奉
仕

 
26
日 

梅
の
土
用
干
し

 

27
～
28
日 
職
場
体
験
防
府
商
工
高
校
生
２
名

 

29
～
30
日 
第
十
回
松
崎
天
神
縁
起
絵
巻
研
究
会

 

31
～
８
月
１
日 
夏
休
み
子
ど
も
教
室

８
月	

３
〜
５
日		

御
誕
辰
祭　
万
灯
の
夕
べ
・
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
・
浴

衣
茶
会
敬
神
婦
人
会
奉
仕
（
期
間
中
）、
３
日
万

灯
祭
・
奉
納
清
書
奉
告
祭
並
び
同
展
表
彰
式
・
剣

道
大
会
・
子
供
樽
み
こ
し
・
カ
ラ
オ
ケ
大
会
・
防

府
天
神
太
鼓
奉
納
演
奏
・
大
茶
碗
茶
会
山
本
百
次

会
御
奉
仕
、
４
日
豊
穰
祈
願
祭
・
夫
婦
円
満
祈
願

祭
・
柔
道
大
会
・
遠
的
弓
道
大
会
・
古
武
道
大
会
・

浴
衣
＆
歌
謡
コ
ン
サ
ー
ト
、
５
日
御
誕
辰
祭
当
日

祭
・
和
太
鼓
奉
納
演
奏
・
ク
ラ
ブ
を
楽
し
も
う
・

少
年
剣
道
大
会
・
邦
楽
コ
ン
サ
ー
ト
・
大
花
火
大

会
（
花
火
大
会
会
場
奉
仕
３
団
体
61
名
様
・
マ
ツ

ダ
㈱
防
府
工
場
・
お
伽
衆
・
氏
子
青
年
部
若
梅
会
）

 

11
日 

防
府
天
満
宮
Ｏ
Ｂ
会
酒
垂
会
正
式
参
拝

 

16
日 

 

京
都
府
北
野
天
満
宮
西
之
京
瑞
饋
神
輿
保
存
会
会

長
佐
伯
昌
和
様
ご
夫
妻
正
式
参
拝

 

25
日 

月
次
茶
会
裏
千
家
林
宗
洋
先
生
御
奉
仕

 

26
日 

お
頼
み
会

９
月 

２
日 

防
府
菊
花
会
総
会

 

３
日 

式
典
保
存
委
員
会

 

４
日 

お
手
廻
り
保
存
会
宣
誓
式

 

９
日	

鈴
虫
放
生
祭
、
お
籤
上
げ
神
事

 

10
日 

 

第
三
十
八
回
防
府
天
満
宮
杯
将
棋
名
人
戦
、
防
府

天
満
宮
勝
ち
牛
杯
氏
子
対
抗
ゴ
ル
フ
大
会

日  

誌  

抄
（
平
成
二
十
九
年
）

が
行
わ
れ
、
今
年
よ
り
新
企

画
と
し
て
大
専
坊
に
て
「
山

口
の
日
本
酒
利
き
酒
ま
つ
り
」
を
開
催
。
利
酒
師
・
太
刀
川
芳

恵
氏
に
よ
る
〝
日
本
酒
の
味
わ
い
方
講
座
〟
を
拝
聴
し
た
後
、

山
口
県
酒
造
組
合
の
ご
協
力
の
も
と
県
下
全
二
〇
銘
柄
の
日
本

酒
を
取
り
揃
え
限
定
八
〇
名
の
方
々
に
薫
り
高
い
山
口
の
お
酒

を
楽
し
ん
で
頂
き
ま
し
た
。
参
加
者
は
皆
熱
心
に
興
味
あ
る
銘

柄
と
そ
の
感
想
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
夜
空
に
光
る
風
船
を
使
っ
た
ア
ー
ト
イ
ベ
ン
ト
も

登
場
し
年
々
彩
り
あ
る
ま
つ
り
に
発
展
し
て
い
ま
す
。
協
賛
頂

い
た
各
社
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

を
本
年
よ
り
始
め
ま
し

た
。
参
加
者
は
年
の
瀬

の
喧
騒
を
離
れ
、
茶
室
と
い
う
静
か
な
空
間
で
八
一
一
文
字
の

大
祓
詞
を
一
文
字
一
文
字
心
を
込
め
て
浄
書
し「
深
い
い
一
日
」

を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
会
は
四
日
間
一
日
四
名
限

定
。
午
前
十
時
よ
り
大
祓
詞
の
説

明
、
正
式
参
拝
大
祓
詞
奏
上
の
後
浄

書
開
始
、
日
本
料
理
「
中
し
ま
」
の

素
敵
な
お
弁
当
で
昼
食
、
午
後
三
時

に
は
書
き
終
え
、
お
抹
茶
で
一
服
し

解
散
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

ご
奉
仕
有
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

は
昨
年
野
村
望
東
尼
没
後

一
五
〇
年
を
記
念
し
始
め

ら
れ
、
本
年
も
望
東
尼
に

ゆ
か
り
深
い
大
専
坊
に
て

行
わ
れ
遺
徳
を
偲
び
ま
し

た
。
当
日
は
防
府
野
村
望

東
尼
会
岡
本
早
智
子
会
長
、

望
東
尼
研
究
家
谷
川
佳
枝

子
先
生
が
巫
女
と
共
に
鈴

虫
坂
近
く
の
大
専
坊
の
庭

に
鈴
虫
を
放
ち
ま
し
た
。

花神子役
松浦百夏さん

守袋型 カード型

大行司役
藤井達哉氏

小行司役
清水博道氏

式
典
保
存
委
員
長
・
責
任
役
員
・
総
代
ご
就
任
の
紹
介�

（
敬
称
略
）

式
典
保
存
委
員
長　

宇
野
好
一　

八
月
五
日
付

責
任
役
員　
　
　
　

村
田
敏
夫　

八
月
一
日
付

崇
敬
者
総
代　
　
　

渡
邉
篤
夫　

八
月
一
日
付

　
　

〃　
　
　
　
　

福
森
健
二　

十
一
月
一
日
付

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

七
夕
ま
つ
り

鈴
虫
放
生
祭

御
誕
辰
祭

御
神
幸
祭
（
裸
坊
祭
）

花
神
子
社
参
式

大
神祓
詞
浄
書
会

▲万灯の夕べ ▲大花火大会
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年
の
始
は
天
神
様
への
初
詣
か
ら

年
の
始
は
天
神
様
への
初
詣
か
ら

当
宮
で
は
、
一
年
の
幸
せ
を
願
い
元
旦
よ
り
受
験
合
格
・
家
内
安

全
・
交
通
安
全
・
厄
除
な
ど
の
年
頭
祈
願
祭
を
執
り
行
っ
て
お
り

ま
す
。
同
封
の
「
新
春
に
祈
り
を
こ
め
て
」
の
初
詣
祈
願
祭
受
付

書
や
「
厄
除
け
の
勧
め
」
の
厄
除
星
祭
祈
願
受
付
書
に
必
要
事
項

ご
記
入
に
な
り
ご
参
拝
下
さ
い
。
御
参
拝
で
き
な
い
時
は
、
郵
送

で
も
受
付
け
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
会
社
企
業
様
の
仕
事
始
め
で

あ
る
「
事
業
所
年
頭
祈
願
祭
」
は
予
約
を
受
け
付
け
て
お
り
ま
す

の
で
、
詳
し
く
は
社
務
所
ま
で
お
尋
ね
下
さ
い
。

当
宮
で
は
、
一
年
の
幸
せ
を
願
い
元
旦
よ
り
受
験
合
格
・
家
内
安

全
・
交
通
安
全
・
厄
除
な
ど
の
年
頭
祈
願
祭
を
執
り
行
っ
て
お
り

ま
す
。
同
封
の
「
新
春
に
祈
り
を
こ
め
て
」
の
初
詣
祈
願
祭
受
付

書
や
「
厄
除
け
の
勧
め
」
の
厄
除
星
祭
祈
願
受
付
書
に
必
要
事
項

ご
記
入
に
な
り
ご
参
拝
下
さ
い
。
御
参
拝
で
き
な
い
時
は
、
郵
送

で
も
受
付
け
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
会
社
企
業
様
の
仕
事
始
め
で

あ
る
「
事
業
所
年
頭
祈
願
祭
」
は
予
約
を
受
け
付
け
て
お
り
ま
す

の
で
、
詳
し
く
は
社
務
所
ま
で
お
尋
ね
下
さ
い
。

元
日
か
ら
三
日
ま
で
当
宮

周
辺
は
交
通
規
制
が
あ
り

ま
す
。
同
封
の
「
防
府
天

満
宮
初
詣
お
も
て
な
し
Ｍ

Ａ
Ｐ
」
を
ご
覧
頂
き
、
安

全
に
ご
参
拝
下
さ
い
。

元
日
か
ら
三
日
ま
で
当
宮

周
辺
は
交
通
規
制
が
あ
り

ま
す
。
同
封
の
「
防
府
天

満
宮
初
詣
お
も
て
な
し
Ｍ

Ａ
Ｐ
」
を
ご
覧
頂
き
、
安

全
に
ご
参
拝
下
さ
い
。

交
通
規
制
に
つ
い
て

平成30年  新春の祭事行事

▲初詣でにぎわう社頭 ▲干支の御柱
表参道に来年２月10日まで設置。

▲梅まつり

▲弓始式 ▲釿始式

▲節分祭

歳
旦
祭 

一
月
一
日 

午
前
三
時
よ
り

釿
始
式 

一
月
五
日 

午
後
三
時
よ
り

七
草
粥
の
会 

一
月
七
日 

午
前
六
時
三
十
分
よ
り

弓
始
式 

一
月
八
日 

午
後
一
時
よ
り

貞
宮
遙
拝
式 

一
月
十
一
日 

午
前
十
時
よ
り

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

節
分
祭
・
牛
替
神
事 

二
月
二
日
・
三
日

梅
ま
つ
り 
二
月
十
八
日
〜
三
月
四
日
　

 
（
二
月
下
旬
か
ら
三
月
上
旬
が
見
ご
ろ
）
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